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蟷蟷螂螂のの斧斧

第第二二部部

トークライヴ２００１
第四回

団 士郎
仕事場Ｄ･Ａ･Ｎ／立命館大学大学院

自分が、難しいことを言っているという自覚はなかった。むしろ、分かり切ったようなことばかり言ってい

るのではないかと思っていた。資料を集めて自分の意見を構成したりしない。世の中に漂う気配や、現象

には関心を向けるが、誰かが既に明らかにしたことには関心が薄い。本当にそうなら、自分もいずれ行き

着くだろうなどと思っている。だから多分そうだろうと思って話していると、「××さんもそう書いています

ね！」と言われることはある。読書中に、「世の中には私とよく似た事を考える人があるなぁ」と思うこともし

ばしばだ。

オリジナリティを、他にはない珍しいモノのことではなく、自分の中から湧き出てきたもののことだと思っ

ている。だからその内容が、他の誰かと似通っていたりすることもしばしばある。自分の言っていることを

誰かから「＊＊と似ていますね」と最近の分類診断名で指摘されることもあるが、同時代性とか共時性と

言われるようなものだろうと思っている。

「ここまでは既に明らかになっている。今、この次の一歩が摸索されなければならないのだ」と思うことも

増えた。そして、その一歩にさしかかっているものへの気づきもある。分かり切ったことを口にして、正し

かったとしても、何の手柄にもならない。「手柄」というのも、最近、使わない言葉な気がするが、とにかく

次のステージに歩みは進めなければならない。そこは分かり切ったことを示し合う世界ではないと思う。

＊

この日誌懐古形式の書き方において最近、覚えている出来事と、記憶にない記述事項の印象が違って

きている気がする。以前は、覚えていることも、覚えていないことも含めて自分の過去だなぁと思えた。覚

えてはいないが、いかにも自分にありそうなことだと思って読めた。しかし今、十四年前の記述を読んでい

て、全く心当たりのないことが登場しはじめている。こんな事は知らない！と思うのだ。

ということは、記録がなければおそらく、「絶対に心当たりがない！」と主張することだということになる。

心理学をやっていた人間だから、「記憶」というのがどんなものか知識がないわけではないし、記憶にま

つわる様々な偽証、冤罪事件や、誤認の歴史も知らないわけではない。

しかし我が身にこういう実感が登場すると、本当に自分も含めて、人間の「確かに覚えている！」など、

あやふやなものだと思わざるを得ない。そして今、ひらめいているのは、これを逆手に取れるのではない

かという思いつきだ。
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２００１年６月(１３年前)

06/＊ もう６月になった金曜日。久しぶりに一日仕事場 D･

A･N で用件ができる。講演依頼のＦＡＸ二件。一件は日程が

あわず、もう一件はギャラがあわず断る。連載の季刊「発

達」原稿をＦＡＸ送信。晩年学フォーラム通信の原稿、思案の

末、マンガは５年前の時事モノを使って、リメンバー１９９５と

文章で構成。ケースＳＶにＦ君が定刻来談。二時間３件のケ

ース検討。性教育の本の企画を進めてきたのが大筋まとま

った第一稿を芳賀書店編集部に送付。この出版社はちょっと

いわくのありそうな書店である。

新聞が郵便受けに貯まるばかりでほとんど読めない。郵

便物のじゃまになったりする。ほとんど捨てるだけになって

いるので、しばらく仕事場 D･A･N の新聞は止めることにし

た。その件で新聞販売店、外交の粘りに対応。

近年、講演料の話で不快な思いをすることは激減し

た。単発の講演を引き受けることがほぼなくなったから

だ。「家族の練習問題１～５」（ホンブロック刊）の出版記

念や、販売促進目的のものを受けることはたまにある

が、何処かのイベントの一コマを私の講演で埋めること

の実りは、私にも先方にも少ない。各地での継続的ワ

ークショップ実施に比べると、格段のエネルギー効率

差がある。それでなくても今の日程はギリギリだ。

まだ、余興に巡業しようとは思えないから、気楽な漫

談講演会は、もし需要があるなら老後の楽しみにとっ

ておく。今はやはり、次世代育成のトレーナー仕事優先

だ。自分が育てて貰ったと思うので、そのお返しはして

おかなければならない。こう思って１０年以上やってき

たことが、あちこちで実っている実感があるから、今の

忙しさにも不満はない。

晩年学フォーラムを主催していた上野瞭さん（故人・

児童文学者・私に同志社女子大で、氏の後の授業を斡

旋してくださった）の依頼で、通信に連載「D’angle」を

持っていた。この頃から「近過去」を見るのが好きだっ

た。今と過去の特定の時点と、そしてイメージできるあ

り得るかもしれない未来をひっくるめて考えているのが

好きだ。

芳賀書店は会社内のごたごた事情に巻き込まれたの

ではなかったかと思うが結局、「ちんちんがやってき

た」は別の出版社（学苑社）からでて、ささやかなロング

セラーだ。

06/＊ 土曜日、ＫＩＳＷＥＣの面接。Ｓさんは定刻に来談。息

子のこと、娘のこと、なにもないわけではないが、でも順調

に暮らしている。母親がぼんやり時間を過ごせる人になって

きた。これはいいことだろう。兄嫁さんと仲良くなって、二人

でぶらぶらして、楽しんでいるらしい。午後のＫさんは朝に

なってからドタキャン。そういう人たちだと、あらためて思う。

似たもの父子なのか。ゆっくりバックスタッフと食事をして解

散。仕事場でくつろぐ。

06/＊ Ｓ金属・環境エンジニアリング部のプレゼンテーショ

ン資料用表紙イラストを仕上げる。時間が押していてなかな

か手が付けられなかった仕事。イメージのような仕上げで

完成、発送。夕飯後、アーカスシネマで韓国映画「ＪＳＡ」を観

る。「シュリ」のような話かと思っていたらちがった。なかな

か複雑な心境の作品。気楽な国にいる私には、想像もしが

たい物語はおもしろかった。夜中、長男が泊りにきた。飯を

食っているのを相手に一時間ばかりあれこれ話す。

長く関わってきた大企業の仕事も、大きな産業構造

の変化から、会社が合併されるところまでいくと、出入

り業者になる私など、新状況下では吹き飛んでしまう。

世界がそういうものだと思い知らされるのは、民間企業

との接点においてである。

大プロジェクトとして開発されていた事業が、水泡に

帰すのも見た。依頼された仕事をしながら、こんな商品

は現実的ではないなぁと思っていた。ただ、民間の活

力はこう言うところから発揮されるもので、それを私が

知らないだけかと思っていた。それと比べると、公務員

生活や大学教員生活には、なんと言おうと、あてに出

来るものが確保されている。

06/＊＊ 朝、家裁の調停委員仕事。わけのわからない頑固

親父とその娘（四十代になる子連れ）の再婚トラブル。済ま

せて仕事場であすの準備。その後、津市へ。

この行程を「駅スパート」で検索すると、いくつかルートが

出るのだが、経路によって七十三キロと、二百十キロとあ
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る。後者は京都から名古屋にいって、そこから津へ。これだ

と、新幹線４５００円余に近鉄特急、もしくはＪＲの特急利用に

なる。７０００円くらいか。ところが前者なら１４５０円。おかし

くないかこれ。

ひなびた沿線、結構高くそびえる鈴鹿山脈を縫って走るエ

コノミールートが、時間的に大きく遅れるわけでもない。た

だ、ルートとしての過疎。その結果、まるで繋がりがないか

のようなゾーンになってしまっている。初めて通ったルート

であったが、興味深い沿線。元々の東海道は亀山・柘植をこ

えて来たのだったと思う。

津に到着すると、駅前のグリーンパークホテルは真新し

い高層ホテルだった。向かいのうなぎ屋で夕食。うなぎの佃

煮かと思うような焼き方と出し方。甘辛い甘辛い、これは中

部地区の味付け文化だろう。

携帯にラジオ局Ｏさんから連絡。池田小学校の児童殺傷

事件、電話コメントをといわれるが断る。なんだかこういう打

診のされ方に不快感がある。ショックで立っていられなくな

っていた母親の姿をニュースで見た。わが子があんな目に

あったら、どう心を鎮めればいいのだと思う。

何でもそうだが時は無慈悲に風化させてしまう。も

う、話題にすることもすっかりなくなってしまったのが

世間だろう。死んだ子の歳を数えている人だけが記

憶を新たにしてゆく。

劇場型犯罪などとも言われ、加害者側の親族が酒

を飲みながら評論家の様なことを言うのをワイドショ

ウで垂れ流していた事件である。心のケアが高らか

に叫ばれ、被害者周辺にいた子どもたちのために臨

床心理士が当然のように動員されるようになったひと

つの事件でもあった。私がこの時に感じた違和感は

今もそのままだが・・・

06/＊＊ 日本家族心理学会ＩＮ三重大学でワークショップを

引き受けている。朝食にマクドナルドのホットケーキセットを

食べて、バスでキャンパスに向かう。思ったより早く到着。大

会委員長とあいさつ。講師控室の隣にＨさんがいるのを発

見して立ち話。学会理事選挙で、私が次点だったとか。辞退

者がなかったので・・・というトンでもない話を聞く。次点で結

構。誰が投票したのだ？

そしてＷＳ開始。十数人の参加申し込みらしかったが、佐

藤悦子さんのプログラムが中止になったとかで、そっちから

回る人もあるとか。窮屈な会場でのプログラムになったの

は、国立大学の学生用の備品の狭苦しさのせい。

そこそこ快調に済ませて昼食。一時半から総会で、二時

半ごろから全体ＷＳだという。二時間以上時間があるので、

思案の末、ここで辞去することに。Ｏ君がいたので、その旨

伝えて出る。駅に着くと、ちょうど十三時発の亀山行きがあ

る。それに乗って帰路に。

このあと仕事場にもどって最終電車の時間まで「木陰の

物語」のペン入れ。帰宅、夕食後、夜中、ビデオ「アリー・ＭＹ

ＬＯＶＥ」を観る。おもしろい。

この時点ではまだ日本家族心理学会にそれほど関

わっていない。選挙のことも後の話として聞いたもの

だ。学会に積極的に関わらなければならない必然が自

分の中にない。論文執筆にもアカデミックな様々な動

きにも興味がないので、無縁でいようと自分の道筋を

作っていた。

その後、次の理事選挙で選ばれて、いろんな経過

で常任理事を引き受け、学会ＮＬの編集も引き受けて

９年目になる。この間、様々なことが起きるのだが、基

本的に私は受け身だった。

06/＊＊ 文学部での授業「人間関係論」、９回目である。冊

子のコピーを配布したが、６５０部印刷したのは、大幅に残

った。何人受講しているのやら。４時２０分からの家族クラス

ターは、それなりにおもしろいが、出てくるテーマが総論に

すぎて、どう手をつけるのやらと思うばかり。早めに終了

後、トロント大学ホリスティック教育のジョン・ミラーさんの講

演を聞く。瞑想の話だが、外国の人は好きだねと思う。

終了後、創思館の前のベンチで、院生から相談されてい

た話をする。家族面接に興味をもっているのだが、家族がな

かなか同意しないという話。するとその前を、ＫＪが通った

ので驚く。講演を聞きに来ていたらしい。

06/＊＊ 朝は京都私立幼稚園城南地区研修会で講演。本

の販売とバーター。（翌日の連絡で、１５０冊売れたそうだ。

もっとも８冊分集金が足りないと言っていたが）。会場はいい

感じのホールにいっぱいで上々。お土産にと持たされた缶

入りのオカキが一日の荷物になる。
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近鉄で新田辺に。王将で肉団子定食（餃子付き）を注文し

たが、食後もたれていることに気づく。もうこんなものは食

べないほうがいいということか。喫茶店に移動して女子大の

授業の詰め。横になりたくて仕方ないほどエライ。昨日、一

昨日と睡眠不足のまま走り回っているからか。授業後、講師

控室で出欠チェックして、そのまま駅へ。興戸駅のベンチと

各駅停車の車中でミニレポート読了。ＫＩＳＷＥＣの訓練は半

分すぎたが順調だ。

06/＊＊ １０時まで寝ていた。起き抜けはだるいが疲れは

とれている。今週のトーク２００１の冊子作りに一日かかって

しまう。その間に届いていたメールの処理。いどむ（次男）の

証券マンミニレポートが面白い。

院生・Ｎさん依頼の講演会、何か面白い企画にしたい。門

真の勉強会に来ているＴさんから、東大阪のＫ中学校での

講演依頼。受講生の顔は極力立てようと思っているので引

き受ける。

06/＊＊ トークライヴは今日も５６人（７５部用意した通信が

１９部残った。有料入場者は５１人だそうだが）の参加。会場

にちょうどいっぱい。いい感じである。初めての人も、何人

かあるようだ。今日は快調に話す。前半は、「５０才・退職の

決断」と題して５０分のつもりが、ノリノリであっという間に一

時間。休憩を５分はさんで、後半、「カウンセリングルームの

なかでは」は時事問題・池田小学校児童殺傷事件に言及。個

人の危機管理と安全は環境問題であるという視点で話す。

２１時ちょうどに終了して、京都駅から伊丹空港に向かう。

空港バスは離陸時間帯を過ぎたこの時間にはもう運航して

いない。京都ー（ＪＲ）ー新大阪ー（地下鉄）ー千里中央ー（モ

ノレール）ー空港の経路で。２１時１７分発で２２時４０分着だ

った。移動中、新大阪で買った八角弁当をホテルの部屋で

食べて寝る。

06/＊＊ 朝、５時に一度目覚めもう一度眠って、７時半に大

阪エアポートホテルで起床。８時３５分の青森行きにのるた

めだ。ホテルが空港内にあるので、チェックアウトして搭乗

手続き窓口へ。この時間の伊丹空港の人出におどろく。いっ

たい皆さんは何時に自宅を出ているのか？時間があるの

でベーグルの朝食をカフェで。

飛行機は青森空港上空にきて前離着陸便２機を待ち、到

着がちょっと遅れる。昼食後、１２時３０分プログラム開始。

オープニングトークと最初の事例検討の練習で３時間１５分

とばす。１６時から健康家族面接ビデオを一本、そして症状

のある家族のビデオ。１８時終了でホテルに。１９時から近く

の中華「豪華楼」で懇親会。

06/＊＊ 日曜日、研修二日目。シティ弘前ホテルの１２階レ

ストランで朝食。目の前に雄大な岩木山の景色がひろがる。

７ケース提出予定があったが、結局、やはりあれもこれもは

やめておいた。２ケース検討。児相の家族援助勉強会の青

森開催を応援しておく。空港でいつものように海峡の幸定食

を食べる。京都の仕事場に戻ったのは２１時半頃。ＦＡＸとメ

ールのチェックをして対応。そして夜中に帰宅。

マドリードの日本人学校教師・Ｋ本くんから、今年の夏に

スペインにいらっしゃる予定はありますかというメール。そう

いわれて思案する。現地に知人のいる旅はなかなかおもし

ろいからなぁ。

この時点で、地域の継続ワークショップを開始してい

る。札幌がいったん休止して、数年後に再開し、現在に

至る。だからここらが先陣を切って、もう１５年近くなると

言うことだ。

この間、同じように受講し続けてくれる人があり、新し

い人の参加がありで、継続のダイナミズムが順調であ

る。金沢や東京も長期になった。松江、高知のＷＳも基

本同じ形態だ。関西エリアでは月例の家族勉強会を草

津、大津、京都（立命館大）で継続中だ。

打診されたスペインには行けなかった。Ｋ本君は帰

国して、本務校に復帰。突然、脳梗塞で倒れて、リハビ

リの後、復帰した。

06/＊＊ 定刻１２時半頃、衣笠に。研究室でパンと紅茶

少々。授業は社会システムと親子関係。国籍と戸籍からみ

の家族事件を話す。

大学院のクラスター終了後、教員三人で研究室で話す。こ

こで初めて一緒になったメンバーだが、クラスの中でいろい

ろ感じてきている関係づくりがおもしろい。なんだか久しぶり

に仕事をするチームを持った感じだ。クラスターになにか実

感できる課題を持ち込んでみようと話す。
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今これを読むと不思議な気がする。中村正さん、村

本邦子さんは十四年間、今もずっと一緒の同僚であ

る。揃ってシドニーにも、ソウル（二度）にも、ロンドンに

も、上海にも出かけた。飽きることなく話し続けて十四

年はまぁ立派だ。

途中から尾上明代さんも加わって、毎週月曜夜、ク

ラスター終了後の「さと」での会食も、ハンパない回数

になっている。基本このまま、私の定年退職まで続くの

だろうか。公務員生活２５年だったが、立命に定年まで

居たら１７年ということになる。やっぱり私は根気の男な

のだよ。小学校の通知票に「根気がなく、気が散りやす

い」と書いた高橋先生は間違っていた。授業でやって

ることがつまらなかったのだと思うよ。

06/＊＊ 遅れている季刊「発達」のイラストをコロラドで仕上

げる。本当に慌ただしく、映画館にも行けない毎日である。

午後の授業の準備しながら、文部省に出さねばならないと

いう業績書の記入。ここ二、三日の間にも、本意な講演依頼

が着々と届いている。依頼者は勉強会に参加している人、

訓練にきた人、大学院の社会人入学生など。

06/＊＊ 昼間はいろいろ雑用をこなして過ごす。青森の大

会は早速日程変更しなくてはならないのか？九州の会合な

んて聞いてない。どんな集まりなんだろう。夜は門真市の勉

強会。講演を依頼してきたＴさんがどの人か判明。

勉強会で質問されたから応えながら考えた池田小学校二

学期まで閉校の件。詳細はわからないが、なんだかとても

大げさに構えた合意だという気がする。父兄たちの多数が

それを承知したというところに、在校生の家庭環境が透かし

て見える。一般社会では、明日から小学生が二学期まで家

にいるなんてことになったら、暮らしが成り立たない家だっ

てあるだろう。なんだかたまらない気がする。

特別扱いが嫌いだ。昔から附属小学校という存在

も、そこに通わせたがる親も、特別だと思っている意識

も嫌いだった。しかし世間はますます、お受験ブーム

で、我が家は特別、うちの子は特別の方向に流れてい

った。「発達障害」の一群にも相似形なものを感じる。そ

して「学校環境」は誉める人の少ない、クレーマーの巣

のようなことになった。

そんな世の中になって久しい。個別に見れば、事情

は誰にもある。そのことは認め合えばいいし、それこそ

お互い様だ。ところが世の中には、アンフェアだとも思

えるような特別扱いがある。病気に逃げる、流行の症

候群になって利得を確保する空気が蔓延する。そして

それをネタにしたビジネスが隆盛になる。

社会システムの視点から見れば、いつの時代にもヒ

ット商品や、新たな消費構造が作り出されてきた。近

年、ウツ、発達障害、不妊治療、高齢者の健康問題と

そのターゲットは不健全化の一途をたどっている。「不

安」産業ぐらいにしか、もう商機は見いだせないとマー

ケットが思っているのだろう。

健康な人が健康な消費をしてくれる健全な社会の

比率をもう少しあげる努力をしないと、ますます消費は

ネガティヴをカバーするためのエネルギーに向かう。

振り込め詐欺も同じ図式だ。原野を売った詐欺師達

は、二束三文ではあるが原野を用意していた。今の詐

欺師達は原野すら用意していない。支払い手の中にあ

る不安を煽っているだけで、電話一本で札束を送らせ

るのである。

06/＊ 保健衛生専門学校で一日ＷＳ「人間関係論」に９：３０

～１６：００まで。元気な小娘たちなので、キャーキャーワー

ワー騒がしい。話を聞くこともできるのだが、楽しませてや

ると頭にのる。単発で集団を相手にするのは疲れる。最後

はブラインドウオークを用意していたので、それで一息つ

く。

終了後、仕事場に戻って一息。夜はＫＩＳＷＥＣの理論講座

二週連続の一回目。好調に話すが、聴衆は中味がやや真面

目気味で戸惑いがあったかも。でもセンター職員はじめ、感

触良好。

新書「不登校の解法」が１９冊売れる。４０人余りの参加で

これはすごい。その後、山形から送ってきたというサクラン

ボをいただきながら、所理事長と歓談。まだ２２時前なの

に、本日は帰宅の途に。

我ながら元気だなぁと思う。近年、こんな仕事の仕

方はしなくなった。朝、昼、晩と一日中、こんなに詰め

なくなったのだ。その結果、忙しそうだが、あちこちに

ゆとりはある。



52

06/＊＊ ＫＩＳＷＥＣ教師のための家族理解ＷＳ二回目。「境

界」がテーマの一日。朝は、家族面接のデモンストレーショ

ン。その中のひと組みの話を聞きながらちょっと感激する。

名付けが一人の子供の運命を変えていった話。外国航路

の船員をしていた父は不在がちだった。初めての子供が産

まれたとき、両親はその時父の乗っていた船の名を娘に付

けた。やがて次女が誕生。その時同居させてもらっていた

伯母宅には子どもがない。名前を付けさせてほしいという希

望を受け入れて、優子とした。やがて跡取り問題が話題にな

ったとき、彼女を戸籍上のことだけでと養女にした。両親は

本人にも意思確認をした。小学校２年生の時だった。

ところが６年生のとき、一家は引っ越しをすることになっ

た。手狭になってきた住宅事情が影響していた。その時、親

は娘が当然ついてくると思ったという。しかし本人の意志を

確認したところ、世話になっている、年取ってきた養父母を

置いていけないといった。そして親子はわかれた。

それから３０年。いまも養母は私の家の裏で一人暮らし。

実父母は健在。後年、姉は「あのとき、両親はあなたがつい

てくるものだと思っていたからショックだったと言っていた」と

語ったという。

決定を自分に任され、意志確認をされることの苦しさを思

う。幼い子に責任を押しつけてはならない。ある年令まで子

どもは、よい結果だけを与えられて生きていいのだと思う。

後になって、そうだったのだということを理解すればいいの

だ。

午後一番のプログラム、早樫君はずいぶん話し好きにな

ったものだ。三コマ目に担当する連れ子夫婦家族の事例、

準備をすっかり忘れていた。緊張感が足りない。心せねば。

夕刻、業績書記入のため資料が必要なので本宮に。母が

稲荷寿司を作っていたので食べる。しばし話し込む。

帰宅すると長男が来ていて映画「みんなのいえ」を見にい

っているところだという。戻ってきて元気があったら「Ａ．Ｉ．」

の先行レイトショーにいくつもりとか。結果、午前〇時から二

時半すぎまで、一緒に見にいって疲れて帰宅。長いけれど

も。面白味のない映画。「母を訪ねて三千年？」、とにかくぐ

ったり。

06/＊＊ 久しぶりに仕事場ＤＡＮでのフリーミーティング。Ｍ

さんが二時五分前にきた。まだ椅子や机が用意できていな

い。Ｆくんは定刻に。Ｋさんが来てＣくんがくる。Ｈさんが来

て、Ｎさんが来て。ＫＪさんがＫＫさん（洛北高校）を連れてき

て、私をいれて９人は限界に近い。あれこれ話しは飛び回

わり愉快愉快。何を話したかは大方忘れているが、楽しかっ

た。たくさんの差し入れにテーブルは山盛り。

当時、そもそも京都市内にワンルームマンションを借

りて、仕事場ＤＡＮを開設した理由のひとつがこれだっ

た。

人はあらゆることを職場に支配されがちだ。生活の

糧（経済）を牛耳られるし、人間関係も職場を基盤に大

きくコントロールされる。時間もそんなに自由にはなら

ない。

この場所は、近接異分野のいろんな人が意見を交

わせるようにという目標があった。当時流行だった異業

種交流、名刺交換会みたいな顔つなぎ会にするつもり

はなく、各分野のコンテンツについて、近接領域の人

から自由に個人的な意見が欲しかった。そして、この

目的は十分に果たせた経過が産まれた。

06/＊＊ 早めに寝たので早めに起きて、早めに仕事場に。

文部省に提出しなければならない業績書作りにかかる。児

相時代、出し続けていたレポート（紀要）がずいぶんたくさ

ん、しかもテーマも多岐にわたって存在することに気付く。こ

れらを一度読み返してみようと思いはじめる。大学の授業

（学部）はもう十一回目になっている。

夜のクラスターは懇親会。大学近くの「嵐」で会費三千円。

えらく楽しいのは何だろう。中村さんが遅れて参加。Ｕさん

は来ていない。就職が決まって両立は困難になってきてい

るのか。Ｇさん、Ｑ君が両サイド。Ｔさんは映画をやたら観て

いて、健康器具の通販にはまっている。話が合うので笑って

しまう。二次会に白梅町の喫茶店で七人でデザートを食べ

て解散。九時すぎなので仕事場に戻って、業績書の記入続

ける。今月中が締切だ。

06/＊＊ 朝、携帯にＦくんから電話。来年二月の門真市での

講演依頼。夜は八日市勉強会が入っているが十三時半から

で受ける。午後は女子大。前期あと一回である。アノレキシ

アの話をすると、教室はシーンとする。

家族療法訓練のボランティア家族は父母娘の三人家族。
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微妙な話だが、ある種の典型パターンに気が付く。大学入学

をきっかけに、家を出ようとして敗北した就職浪人物語。「発

達」の次回原稿案。自立に関わる今日的な親の罠、子の罠、

これは面白いテーマとしてかけそうだ。

06/＊＊ 朝一番、７シネマで「マレーナ」を観る。やっぱりい

い。年上の女性に憧れる少年の物語はジャンルパターンだ

が、それでもやっぱりいい。終了後、パンフレットを買って、

一階のＭＵＪＩでランチ。水曜日だからレディースデイとかで

オバサンがおおい。

仕事場に戻って、メールの対応。新旭町の講演依頼、門

真の講演依頼、情短全国大会のＷＳレジュメなど作って発

信。月刊「児童心理」の原稿校正。業績書のチェック。夕刻か

らの八日市勉強会レジュメ作っていると、注文してあった日

本近代文学の朗読テープが届く。そんなことをしていると出

発時間になる。

教員が提出の事例は養護問題背景の子どもの話。ネグレ

クトで訴えれば、虐待対応可能だと思う。

06/28 あれよあれよで６月がおわる。今月はなにか知らな

い間に過ぎてしまった感じがする。朝は相談室。話に聞く児

童福祉センターは、温泉旅館の増改築の結果のような肥大

化に、働くものが悲鳴をあげている。専門性の使い方も、チ

ームワークも、昔感じていたどうしようもなさそのままであ

る。午後は家庭裁判所へ。離婚調停、三回で成立。同居して

いる妻からの離婚の申し立てを、呼び出し状で知ったという

変な夫婦だった。その後、次回の新件のことで、調査官と話

す。児相も関わっている中学生。

家庭裁判所での体験は、私の児童・障害者相談機関

での経験を、相対化させる力を持っていたと思う。「法」

がベースにある場での、当事者間紛争解決の道筋作り

は、福祉、教育のそれとは大きく異なっていた。

だから面白かったし、同時に、共感できないことも多

かった。それは多分、どちらが適切かという話ではな

い。大きな秩序維持システムの中の各論としの整合性

の具体化なのだ。それにシンパシーが持てないだけ

の話だから、私にとって法の世界はずっと関わってい

たい世界ではない。

06/＊＊ 朝から桃山で家族療法のケースをとっている。Ｓさ

ん、順調な印象あり。しかし一方、自分のセラピーの見直し

もしたくて、午後は SＫさんを中心に、ＮＳさん、ＣＢ君、ＯＲ

君とＨ君でケースカンファレンス。いろいろ思うこともあり、

人の言葉に誘発される発言もある。

終了後、夏の旅の思案に、昨年同様ＨＩＳへ。何となくトル

コが再燃。でも直行便は一杯だとか。仕事場に戻って明日

の「家族相談士プログラム」を準備をしながら、今日午後の

カンファレンスを思い出しながら、いろいろ考えた。

本人にはほとんど合わなくなっている事実。そのために

効果はどうなのか。そういうスタイルの治療的展開。

この時、５４歳。もう十分に経験を積んでいるはずだが、

それでも家族面接のすすめ方に、いろいろ思っている。

６７歳になる今、あの時と同じだとも思わないが、大して違

ってもいない。新しい人に会い、そこから何がはじめられ

るかを摸索する作業に、もう分かった！と思える日は来な

いのだろう。だから飽きないどころか、面白いのだ。分か

ってきたことが増えれば増えるほど、わからなさの世界の

組み立てが興味深い。よくもまぁ、こんな面白い世界と関

われる仕事に遭遇したものだ。

夏のトルコ旅行は結局イスタンブールに一週間ステイ

する旅になった。妻と二人、市内のホテルを二度引っ越し

ながら、トルコの大都会をあちこち散策した。

おかげでイスタンブールの街は結構見当がつくように

なった。この後、別の旅行の途中、乗り継ぎでアタチュル

ク国際空港で半日時間があった。久しぶりのボスポラス海

峡ウオッチにガタラ橋たもとのカフェに。馴染みの街が出

来るのは素敵だ。

トルコ人が日本贔屓なように、私達もそうなった。しか

し、国際的な課題を前にすると、クルドをはじめ、歴史的

にもトルコ帝国は強大な軍事国家だった。


